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OKINAWA INTERNATIONAL ORCHID SHOW 2025

Competition
コンクール審査部門The Okinawa International Orchid Show, which 

started with the opening of the Tropical Dream 

Center, is celebrating its 37th anniversary this 

year thanks to the support and cooperation of 

many people. 

The Okinawa International Orchid Show is held 

with the aim of popularizing orchids, conservation 

of species, widespread of floriculture, creating art 

and culture, contributing to tourism promotion, 

promoting urban greening, and acceleration the 

use of parks. 

This year's show had 25 exhibitors from 7 coun-

tries and 1 region. And from Japan, there were 339 

exhibitors from 28 prefectures, from Hokkaido to 

Ishigaki Island. 

A total of 20,432 exhibits were exhibited, and the 

exhibition hall was filled with beautiful orchids 

that the exhibitors had carefully cultivated. 

In addition, the venue is decorated with elaborate 

details, including floral decorations featuring the 

symbol of the Okinawa International Orchid Show, 

orchid chandeliers and orchid carriages that create 

a beautiful harmony between flowers and greenery. 

As related events, a variety of plans are prepared, 

such as the "Okinawa Rare Wild Orchid Exhibi-

tion," "Lectures on Orchids," and "Orchid Cultiva-

tion Classes," to enrich the Show. 

We sincerely hope that many people will come and 

visit the Okinawa International Orchid Show for 

nine days from today until the 9th. 

In closing, I would like to ask for your support and 

cooperation so that this Show can further develop 

the conservation of the natural environment, art 

and culture, and industrial promotion through 

orchids, and develop as a place for international 

exchange. 

熱帯ドリームセンターの開館を機にスタートした沖縄国

際洋蘭博覧会も、多くの皆さまのご支援・ご協力をいただき、

今年で37回目を迎えることとなりました。 

この沖縄国際洋蘭博覧会は、洋蘭を広く普及するとともに、

種の保全、花卉園芸の普及、芸術文化の創造、観光振興

への寄与、都市緑化の推進と公園の利用促進を図ることを

目的に開催しているものでございます。 

今回の博覧会には、国外は7カ国1地域から25名の方 の々

出展がありました。そして、国内は、北は北海道から南は石垣

島まで、28都道府県から339名の方 の々出展がありました。 

出展展示総数も20,432点と、展示会場には出展者の方々

が大事に育てられた多数の蘭が、見事に咲き誇っております。 

更に、会場内は、沖縄国際洋蘭博覧会のシンボルマー

クをあしらった花装飾をはじめ、花とグリーンが見事な調和

を織りなすランのシャンデリアやラン馬車など、細部まで趣

向を凝らした装飾をお楽しみいただけます。 

関連催事としては「沖縄の珍しい野生ラン展」や「ランに

関する講演会」、「ランの栽培教室」など多彩な企画をご用

意し、博覧会の充実を図っています。 

本日から9日までの9日間、この沖縄国際洋蘭博覧会へ

大勢の皆さまに足をお運びいただき、ご覧いただきますよう

心よりお願い申し上げます。 

結びに、本博覧会が蘭をとおして自然環境保全、芸術文

化、産業振興の更なる発展と、国際交流の場として発展す

べく、多くの皆さまからのご支援、ご協力をお願い申し上げ、

ご挨拶といたします。　　　　　　　　      令和7年2月1日

HANASHIRO Yoshihiro
Executive Chairman, Okinawa International 

Orchid Show Executive Committee 

Greetings

花城　良廣 沖縄国際洋蘭博覧会実行委員会　実行委員長 

挨拶
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今回の受賞株は７～８年前に手に入れた株で、今回初めて花を咲かせてくれました。昨年は猛暑でハダニが大量発生し、かなり株が弱っ
てしまったかと思っていました。ところが、予想以上に花が咲き驚いています。株に生命力の強さがあったということで、幸運でした。私はパフィ
オペディルムの雄大さが好きです。また花を元気に咲かせられるよう、手入れを怠りなく取り組んでいきたいと思います。
This orchid plant that received the award this time was gotten 7-8 years ago, and this time it blooms for the first time. 
Last year, I thought the plant would have been quite weak caused the heat wave and a large infestation of spider 
mites. However, I was surprised that it bloomed more than I expected. I was lucky that the plant had a strong vitality. 
I love the grandeur of Paphiopedilum. I will continue to take good care of it so that the flowers will bloom healthily 
again. 

V. lamellata 'Miyara'

C. walkeriana  'Lapis
Rouge #3'

Paph.(Kemp Tower × Johanna Burkhardt) 'Toki'

最優秀賞  沖縄国際洋蘭博覧会大賞  内閣総理大臣賞
GRAND CHAMPION：Prime Minister Award

優秀賞  沖縄及び北方対策担当大臣賞
1st Place：Minister of State for Okinawa and Northern Territories Affairs Award

Place

1998年中島の大賞受賞株が引き合わせた、石垣の蘭友と蘭つくり小田原の名人が手
掛けた株です。 ピンクの発色も良く３人の絆・愛情が込もった一株になり、前年ドームの
受賞に続き沖縄での評価はとても嬉しく思います。 
This plant was cultured by an orchid friend from Ishigaki and an expert 
orchid grower in Odawara and met to us by Nakajima's grand prize-winning 
plant in 1998. The bond and love of the three people become blooming as a 
good pink color, and we are very pleased to see this plant being recognized 
in Okinawa, following on from its award at the Japan Grand Prix Internation-
al Orchid Show and Flower Show at Tokyo Dome the previous year. 

優良賞の受賞に驚きと感謝の気持ちでいっぱいです。この株は、AJOSの会員であった
故佐藤悦朗氏からある機会に手に入れたHCC入賞花でした。この交配親でチポ個体
の’シンクエンテナリオ’は数々のチポやセルレア個体の入賞花を生んでいる優秀花で
す。展示花は今までやや暴れ気味でしたが、昨年の夏の暑さにも負けずにバルブが
太って2花茎、4輪の花が展開よく咲きました。今回AMに昇格し優良賞までいただいて、
佐藤氏も喜んでいることと思います。 

I am surprised and grateful to receive the Award (Director-General of 
Okinawa General Bureau, Cabinet Office Award) of OIOS2025. This plant 
that I received from the late Etsuro Sato, a member of AJOS was certified as 
HCC. The parent plant, tipo 'Cinquentenario', is an excellent flower that has 
crossed many award-winning tipo and coerulea plants. This flower had 
been a little unruly up until now, but it held up well in the heat of last 
summer, with the bulbs thickening and two flower stalks and four flowers 
blooming well. I'm sure Mr. Sato is very happy that it has been raised of 
status to AM and received this Award.  

中島　文子   
NAKAJIMA Fumiko

神奈川県
Kanagawa Pref.

秋元　政人   
AKIMOTO Masato 

千葉県
Chiba Pref.

今回受賞したランはパフィオペディルムの中でも多花性の交配種にあたります。上手に栽培され出来が良く、葉先はピッと立ち、株はコンパク
トながら花が大きく立派に咲かせています。総合審査の最終投票では、異なる姿のランがお互い競い合いましたが、見た目の印象と堂 と々咲
いている立派な姿が審査員の票が集まったポイントだと思います。

（江尻 宗一 審査員長/日本洋蘭農業協同組合） 

審査講評コメント 

バンダ・ラメラータは沖縄地元のランで、優良個体を選別し大株に栽培されてこられた個体だと思います。花も上質で全体の仕上がりが見事
です。本州の展示会ではなかなか見ることができない種類なので、沖縄の博覧会ではそれを見ることができるので楽しみの一つになっています。
その中でも正面から段 に々上がるように仕立ても綺麗にできている、栽培技術も優れている、開花状況も良いことなどが評価に繋がったと思いま
す。（江尻 宗一 審査員長/日本洋蘭農業協同組合）  

審査講評コメント 

カトレア・ワルケリアナというブラジルに分布する有名な原種です。 元 は々小さい花を咲かせる種類ですが、日本には愛好者が多いことから交配
が進み、大きく立派な花に改良されてきたことが評価されて今回の受賞に繋がっています。 花はもう少し濃い色彩になると更に評価が上がると思う
が、花の開き方がフラットに咲いており、その咲きぶりと花サイズが評価のポイントになっています。（江尻 宗一 審査員長/日本洋蘭農業協同組合） 

審査講評コメント 

54

斉藤　正博
SAITO Masahiro

茨城県
Ibaraki Pref.

優良賞  沖縄総合事務局長賞
2nd Place：Director-General of Okinawa General Bureau, Cabinet Office Award

Place
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奨励賞  一般財団法人沖縄美ら島財団理事長賞
3rd Place：Chairman of Okinawa Churashima Foundation Award

Place

奨励賞  一般財団法人沖縄美ら島財団理事長賞
3rd Place：Chairman of Okinawa Churashima Foundation Award

Place

Den. formosum fma. petaloid 
'Ran-Ran Special White'

フラワーショップ蘭らん
Flower Shop RanRan

Paph.  gratrixianum 'Tomi'

笠小　富江
KASAGO Tomie

Rlc. Llano 'French Kiss'

ビオスの丘 有限会社らんの里沖縄

Okinawa Orchid Village  Ltd.

Phal. Chian Xen Smile Lip 'Little 
Princess'

吳　柏昌
Wu Po Chang

Ctt. Sierra Skies 'Leone'

山本　利満
YAMAMOTO Toshimitsu

Lyc. Sunray 'Amakusa Lady'

本原　邦彦
MOTOHARA Kunihiko

Bc. Pretty Star 'Dream of Kimi'

和田　キミ子
WADA Kimiko

Rhy. gigantea 'Red'

Varith Somboonpol

76
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野生ラン： ミャンマーの生きた宝石

ソウ・ルイン ミャンマー花卉生産組合(MFA) 理事長

President, Myanmar Floriculturist Association (MFA)

　アジアは生物多様性に富んだ固有性の高い地域であり、インド・
ビルマ・ホットスポット、サンダーランド・ホットスポット、ワラセア・ホッ
トスポット、フィリピン・ホットスポットといった世界の主要な4つの生
物多様性ホットスポットを包含している。ミャンマーは東南アジアに
位置し、種の豊かさと多様性を持つインド・ビルマホットスポットの
一部である。
　ミャンマーはバングラデシュ、中国、インド、ラオス、タイと国境を
接しており、ASEAN諸国の中ではインドネシアに次いで2番目に大
きな国である。国内においては緯度、高度、様 な々気候や地形が大
きく異なるため、ミャンマーは生息地の多様性が高く、野生ランの分
類群も豊富である。
　ミャンマーのランについて述べると、非常に豊かであるものの、
1948年にイギリスから独立して以来、ほとんど植物学的な調査が
行われていないため、まだあまり知られていない。ミャンマーに自生す
るランの最近のチェックリストでは、151属1040種が記載されてお
り、中でもセッコク属（デンドロビウム）とマメヅタラン属（バルボフィ
ラム）が最も多く、それぞれが100種以上存在する。地元でロイヤル・
タジン（Royal Thazin）として知られているBulbophyllum auricomum 
Lindl.は、偽鱗茎（ぎりんけい）を持ち、長く下垂した花序に小さな
白色または金黄色の花をつける。この花はこの国の王室の花とされ
ている。高貴な女性は、結婚式などのハレの機会に、バルボフィラ
ム・アウリコムム（Bulbophyllum auricomum）の髪飾りをまとうこと
が多い。これまでに野生ランは841種しか記録されていなかった
が、最近になって新種が発見されたことで、新たに記録が追加され
た。
　ミャンマーにはラン科の固有種が76種あり、これは記録されてい
る野生ランの約7.31%にあたる。
　著名な植物学者の推定では、150～300種の野生ランがまだ未
同定であるといわれており、ミャンマーのラン科固有種は今後の調
査でさらに発見されることが予測されている。
　ミャンマーは他の国 と々同様に、生物多様性の保全において
様 な々課題に直面しており、資金や技術的な資源も不足している。
　ミャンマーには、南部に広がる熱帯雨林から北部に広がる熱帯
モンスーンの森林、そして中部に広がる乾燥した落葉樹林地帯と
いった、様 な々タイプの生態系が存在する。さらにそこには、着生ラ
ンだけでなく様 な々地生ランも豊富に生育している。
　ミャンマーには、国土の6.43％を占める81の保護地域があり、
様 な々種類の森林が存在する。これに加えて、国土の18.05％と
6.01％がそれぞれ保安林と公的な保護林に指定されており、持続
可能な植物資源の利用と保全に重要な役割を果たしている。
　ミャンマーでは10の国立公園、野生生物保護区がASEAN遺産
公園（AHP）のカテゴリーに認定されている。種の多様性が高いこ
とで特に注目される植物には、ラン科、ショウガ科、フタバガキ科な
どがある。近隣諸国と比較して、自然林の面積がまだ多く残ってい
る（約46％）ものの、大規模な破壊や違法伐採、採掘や商業植林
への転換が国中で起こっている。しかし、ミャンマー政府は2014年
から丸太の輸出を禁止し、丸太、木材、木材製品の輸出を削減しよ
うとしている。
 ミャンマーはランをミャンマー森林法によって保護しており、またワ
シントン条約加盟国として1997年に調印している。デンドロビウム・
クルエンタム(Dendrobium cruentum)、レナンテラ・インスコオティアナ
(Renanthera imschootiana)及びパフィオペディルム(Paphiopedilum)
属の全種(約12種)がワシントン条約の付属書(1)に記載されてい
る。野生ランの多様性の保全は、地元の人々による持続可能な利
用や、国の観光産業を促進するためにも非常に重要である。

Asia is a region of Biodiversity rich and high endemism and 
encompassing four major global biodiversity hot spots namely 
Indo-Burma hot spot, Sunderland hot spot, Wallacea hotspot 
and Philippines hotspot. Myanmar is situated in Southeast 
Asia and its part of the Indo-Burma biodiversity hotspot with 
high species richness and diversity.
Myanmar shares its border with Bangladesh, China, India, 
Laos and Thailand. She is the second largest country in 
ASEAN countries after Indonesia. Due to the very wide 
variation in latitude, altitude and various climate and topogra-
phy with the country, Myanmar supports high diversity of 
habitats and rich in wild orchid taxa.
Orchid flora of Myanmar is very rich, but still poorly known 
due to few botanical explorations in Myanmar since it gained 
freedom from British in 1948. In Myanmar, recent checklist of 
native orchid flora shows 1040 species and 151 genera with 
Dendrobium and Bulbophyllum as the largest, each having over 
hundred species. Bulbophyllum auricomum Lindl., locally known 
as Royal Thazin, is a pseudobulb bearing orchid having a long 
pendulous raceme with small, white, or golden yellow flowers. 
These flowers are regarded as the Royal Flower of the country. 
Women of a high social status tend to wear Bulbophyllum aurico-
mum spikes in their hair do at wedding ceremony and very 
special occasions. Previous listed wild orchid species numbers 
are only 841, however, mainly due to recent discoveries of new 
species to science and new records for Myanmar added to the 
list.
In Myanmar, there are 76 endemic species of Orchidaceae in 
Myanmar, which is approximately 7.31% of listed wild orchid 
taxa.
It is estimated by well-known botanists, 150-300 wild orchid 
species still remain as unidentified and are expected to be 
discovered in future research on Myanmar native orchid taxa.
Myanmar faces like other countries, various challenges for 
biodiversity conservation and the lack of financial and techni-
cal assets.
There are various types of ecosystems in Myanmar, from 
southern tropical evergreen rainforest ecosystem to northern 
tropical monsoon forest ecosystem through dry deciduous 
forest in Central Myanmar. Various wild orchid taxa grow 
abundantly as Epiphytes as well as Terrestrials in different 
forest ecosystems.
Myanmar has 81 protected areas covering 6.43% of country’s 
area representing different forest types. In addition to this 
18.05% and 6.01% of the country’s land area has been designat-
ed as Reserved Forests and Public Protected Forests, and they 
are playing key role for plant resource utilization and conser-
vation in a sustainable manner.
In Myanmar 10 National Parks, Wildlife Centuries are recog-
nized as ASEAN Heritage Park (AHP) category.
Plant families particularly notable for the high species diversi-
ty include the family Orchideaceae, Zingiberaceae and 
Dipterocapacea. Although large areas of natural forests 
vegetation (about 46%) still exist when compare with neigh-
boring countries, large scale destruction, illegal logging, 
mining, and changing forests, to commercial plantation occur 
throughout the country. However, Myanmar Government has 
banned log export since 2014 and is trying to reduce the export 
of the log, timber, and timber products.
Orchids are protected by Myanmar Forest Law in Myanmar 
and also party to CITES, having signed in 1997. Dendrobium 
cruentum, Renanthera imschootiana and all species of Paphiopedilum 
genus carries about 12 species are listed on CITES Appendix 
(1). The native orchid diversity conservation is very important 
for sustainable use by local people as well as to promote 
tourism industry in the country.

Wild Orchids：Living Jewels of Myanmar

Saw Lwin Ph.D.

インドネシアのランと育種の探求

ノビアント ソエルジャンタ インドネシア蘭協会
東ジャワ州支部 審査員長

Indonesian Orchid Society

　インドネシアは18,000以上の島々から成り立ち、世界最大の群
島 国 家 とし て 知 ら れ る 。国 土 面 積 は 世 界 で 1 4 位
（1,904,569km²）である。また、国内には147の火山があり、その
うち76は活火山で、スマトラ、ジャワ、バリ、スラウェシといった主要
の島々に点在している。人口は約2億7,700万人で、1,340の民族
が存在し、700以上の異なる言語が話されている。
　インドネシアには、約1億2,000万haの森林があり、19種類の
異なる森林が存在すると推定されている。熱帯雨林の規模は、ア
マゾンやコンゴに次いで世界第3位である。群島各地には、局地
的な気候（微気候）があり、それが固有の動植物に適した環境を
提供している。土地の大部分が様 な々標高の熱帯雨林に覆われ
ているため、インドネシアで多様な固有な特徴を持つランの生息
地となっている。さらに、マングローブ林や泥炭地は世界最大規模
を誇り、それがインドネシアを世界有数の生物多様性大国に押し
上げている。一部の森林は未踏であるため、現在でも新種のラン
が発見されている。これにより、研究者や植物学者にとって新種の
植物を発見するための絶好の機会が提供されている。
　一部のランは主に科学的な目的で収集・識別されてきたが、多
くのランは商業的な目的で新たな交配種を作るために育種されて
いる。

育種の探求
　自然界のランには育種における大きな可能性が秘められてい
る。育種の歴史は、インドネシアの植民地時代に居住していた
ヨーロッパ人によって始まった。結果の登録は1930年代に西ジャ
ワのバンドンで登録が始まり、東ジャワの主にグレート・マラン地
域に住む育種家たちも登録を行うようになった。彼らはアマチュア
育種家として、ランの自家受粉や種間交配を行い、初期の交配種
を作成した。
　近年、東ジャワでの育種活動がさらに活発化しており、毎月数
百の新しい交配種が報告されている。その一部は王立園芸協会
に正式登録されている。育種家たちは経験を積み、てあたり次第
にランを育種するのではなく、特定のタイプに絞った育種ラインを
追求するようになった。デンドロビウム属、特にスパチュラータ系
が育種の焦点に選ばれている理由は以下の通りである。まず一点
目は、デンドロビウム・スパチュラータの育種素材が原種や過去
の育種結果から無限に得られることである。この分野には、知識
や経験をもとにさらなる可能性を追求する余地がある。二点目
は、市場における需要の高さが挙げられる。現在、市場はタイから
輸入された丸形のクローンのデンドロビウムで飽和状態になって
いる。

種系統の選択
　ランの特性を理解することは、育種家にとって基本的な知識と
なる。最初に行う重要なステップは、ランの親系統を詳細に選択
することである。かつては野生のランを選ぶことができたが、現在
では種の保護や国際的な規制により、この方法は推奨されず、ほ
とんど実現が不可能となっている。同種間での自家受粉や兄弟株
間の交配は一般的に行われ、目的とする特性を持つ種系統が作
られている。経験上、厳選の結果、最終的に親系統として選ばれ
るのは全体の10～20％程度に限られる。一世代の選択プロセス
には約3～5年かかり、最も優れた種系統は3～4世代目で得られ
ることが多い。

Indonesia has been known as world's largest archipelago state 
and the 14th largest country by area, at 1.904.569 sq. km 
consist over 18.000 islands. Indonesia is also blessed with 147 
volcanoes, 76 are active spread along the main islands which 
are Sumatera, Java, Bali, and Sulawesi. The country has 277 
million inhabitants with 1.340 ethnic groups who speak in 
more than 700 different languages.
Estimated Indonesia has about 120 million hectares of forest 
with 19 different types. The tropical rainforest itself is the 
third largest in the world after Amazon and Congo rainforests. 
Each part of the archipelago has specific micro-climate which 
is suitable specific kinds of flora and fauna. Most of the land 
area is covered by tropical rain forest in various range of 
altitudes that makes Indonesia the habitat of many different 
types of orchid species with each unique characteristic. 
Indonesian mangrove forests and peatland are the largest in 
the world. They make Indonesia as one of mega biodiversity 
country in the world. Some of those forest has not been 
explored and that’s why until recent time, new species of 
orchids still can be discovered, and it offers for researchers and 
botanist a welcome opportunity for further exploration of new 
botanical identifications.
Some orchid species have been collected and identified more 
for scientific reasons, meanwhile large number of orchids have 
been bred to create new orchids hybrids for commercial 
purposes.

Breeding Exploration
The orchids in the nature provide enormous opportunities for 
breeding and history records that breeding activities were 
initiated by European who lived in Indonesia during the 
colonial period. The registration of the result was started in 
Bandung, West Java in 1930’s and was followed by East Java 
breeders who were mainly located in the region of Great 
Malang. They started as amateur breeders to make selfing and 
cross pollination among orchid species to create primary 
hybrids. 
Recent time, the breeding activities in East Java are improved, 
hundreds of new hybrids are reported every month and some 
of them have been officially registered in Royal Horticulture 
Society.  Breeders are getting experienced and realizing 
instead of breeding many types of orchids, they prefer to 
specialize in their own breeding line with only focussing in 
certain types. Dendrobium has been selected as focussed 
genera and especially in segment of spatulata. The reasons of 
this selection are because the sources of breeding materials of 
Dendrobium spatulata are limitless, both from the native and 
from the result of previous breeding. The knowledge and 
experience are available to explore more opportunities in this 
segment. The second reason is because of high demand in the 
market since the market has been over supplied and dominat-
ed by the round-shape cloned Dendrobium imported from 
Thailand. 

Selection of Species Lines
The understanding of orchid species characteristics become 
the fundamental knowledge of a breeder. The first important 
step is the detail selection of parental lines, especially in the 
orchid species.  The wild orchid species can be used in the first 
selection, however due to conservation reason and global 
regulation this step is not recommended and not possible 
anymore. Selfing and cross-pollination within species 
(siblings) are often practiced producing species line with 
desired traits. From experience, with strict selection its only 
about 10-20% of these practices are finally selected as parental 
lines. One generation can take about 3-5 years of selection 
process and most selected species lines are achieved from 3rd 
and 4th generation.  

The Orchid Species of Indonesia with its Exploration on Breeding

Novianto Soerjanta
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台湾におけるバニラ栽培モデルと気温の影響による果実脱落について

イエ・チーシン (葉志新) 台湾農業部桃園区農業改良場
副研究員

Associate Researcher
Taoyuan District Agricultural Research and Extension Station,MOA,Taiwan

　ラン科バニラ亜科バニラ属のバニラは、常緑のつる性多年
草で、地上または樹上に生える。野生では全長20メートルに
もなる。食品香料として使用される唯一のランである。バニ
ラビーンズ（果実）の生産に使用される約3種のうち、ニシイ
ンドバニラ（Vanilla pompona）、タヒチアンバニラ（V. tahitien-
sis）、バニラ・プラニフォリア（V. planifolia）が最も代表的なも
ので、バニラビーンズの世界貿易額は約9億4300万米ドル
で、すべての観賞用ランの合計額を上回る。「スパイスの女
王」として知られるバニラは、サフランに次いで高価なスパイ
スであり、国際的に広く普及している。デザート、焼き菓子、
アイスクリーム、飲料のほか、香水、化粧品、アロマセラピー
にもよく使われている。

　本報告では台湾におけるバニラ研究の現状を紹介する。
台湾のバニラ栽培面積は30ヘクタールを超え、栽培方法も
林下栽培、温室栽培、ネットハウス栽培、太陽光温室栽培な
ど多様である。生のバニラビーンズには香りがなく、豊かなバ
ニラの風味を出すためには加工が必要であり、果実の品質を
担保するためには加工技術が極めて重要となる。主な栽培上
の課題は、果実の発育初期の高温による種子発育不全や果
実脱落である。最近の研究では、受粉から胚受精、胚発生
の観察に重点を置き、受粉後の高温の度合いと期間を変え
た実験を行っている。これまでの結果によると、受粉後3～5
週目に高温となる事が最も大きな影響を与え、果実が短く、
細くなり、種子数の減少や果実の脱落を引き起こすことが示
唆されている。

Vanilla orchid, belonging to the family Orchidaceae, 
subfamily Vanilloideae, and genus Vanilla, is a perennial 
evergreen vine , either on the ground or on trees. In the 
wild it easily grows to 20 meters in length. The only 
orchid used as a food flavoring. Among the approximately 
three species used for vanilla bean (fruit pod) production 
include V. pompona and V. tahitiensis, V. planifolia is the most 
representative, The global trade value of vanilla beans is 
approximately 943 million USD, surpassing the combined 
value of all ornamental orchids. Known as the "queen of 
spices," vanilla is the second most expensive spice crop 
after saffron, widely popular internationally. It is 
commonly used in desserts, baked goods, ice cream, and 
beverages, as well as in perfumes, cosmetics, and aroma-
therapy. 
This report introduces the current state of vanilla 
research in Taiwan. The cultivation area in Taiwan 
exceeds 30 hectares, with diverse cultivation methods 
including under-forest planting, greenhouses, net houses, 
and photovoltaic greenhouses. Fresh vanilla beans lack 
fragrance and must undergo processing to produce the 
rich vanilla flavor, making processing techniques crucial 
for ensuring bean quality. The primary cultivation 
challenge is seed abortion or pod drop caused by high 
temperatures during early fruit development. Recent 
research has focused on observing pollination to embryo 
fertilization and embryo development, and conducting 
experiments with different high temperatures and 
durations post-pollination. The results indicate that high 
temperature during the third to fifth weeks post-pollina-
tion has the most significant impact, causing the pods to 
become shorter, thinner, and resulting in fewer seeds or 
even pod drop.

Vanilla Cultivation Model in Taiwan and the Effect of Temperature on Pod Shedding

Chih-Hsin Yeh 　沖縄国際洋蘭博覧会（主催・同実行委員会、特別協賛・沖
縄タイムス社）が２月１～９日、本部町の海洋博公園熱帯ドリー
ムセンターで開催される。国内２８都道府県、国外８カ国・地域
の愛好家や生産者が丹生込めて育てた約２万点のランが出展
される。この連載では、ランの生存戦略などを紹介する。
　ランは進化の最前線にいるといわれ、多くの種類があるのが
魅力の一つです。洋蘭博でも珍しいランや、新しく作り出された
交配種が数多く展示されます。
　日本でも贈答用として重宝されるファレノプシスは東南アジ
ア原産です。高温多湿で日陰の樹木などに着生するため、葉は

厚く、根は水分を蓄えられるような構造をしています。
　花は大きさや輪数、点や線が入ったもの、香りを持つ等、種類
によって変化に富みます。それは花粉を運んでもらうハチの仲間
に興味を持ってもらうための（進化した）結果なのです。さらに、
人の手によっても品種改良を加えられ、新しい交配種が数多く
誕生しました。昨年の洋蘭展では、台湾から出展されたファレノ
プシスが最優秀賞、内閣総理大臣賞に輝きました。
　今年もファレノプシスをはじめ、見たこともないさまざまなラン
に出合うことでしょう。ぜひ展示会場であなた好みの花を観察し
てみてください。

「ランの生きる知恵」①ファレノプシス （海洋博公園管理センター植物課・下地俊充）

　バンダは熱帯の樹木や岩の上で生息するランの１種です。和
名はヒスイラン（翡翠蘭）といい、紫色の花色が有名で、色彩豊
かな花色が魅力の一つとなっています。花の美しさもさることな
がら、露出して垂れ下がる太い根に興味を持つ人も多いのでは
ないでしょうか。
　一般的に植物は根が空気中に長時間さらされると乾燥し、
極端な場合は枯死してしまいます。バンダはなぜ枯れないので
しょうか？　その秘密は根の構造にあります。バンダの根は外
側をベラーメン層というスポンジ状の構造で覆われており、水分
を吸収・保持しやすくなっています。

　さらに根は非常に強くしなやかで、樹木や岩にしっかりと張り
付くことができるため、強風の中でも株が剝がれることなく生育
することができるのです。
　沖縄産のバンダにコウトウヒスイランやフウランがあります。
コウトウヒスイランは２月ごろに香りのある小さな花を多数咲か
せ特に人気があります。洋蘭博では長期間栽培された立派な
大株が多数出展され、博覧会に華を添えます。
　タイをはじめとする東南アジア圏のバンダと沖縄産のバン
ダ、それぞれの美しさを比べながらじっくりとご鑑賞いただけれ
ばと思います。

「ランの生きる知恵」②バンダ （海洋博公園管理センター植物課・仲座佑）

　ひときわ目立つ豪華な花姿と温室に入った瞬間漂う芳醇な香
り―。カトレアは「ランの女王」と呼ばれ、洋蘭博でもこれまで複
数の豪華な株が大賞を受賞しています。その豪華な花とは対照
的に、カトレアが発見されたのは意外にも、18世紀にブラジル
から他の貴重な植物を送る時の緩衝材としてイギリスに持ち込
まれたことがきっかけでした。
　カトレアの原産地・中南米は、雨期と乾期がはっきり分か
れ、乾期にはほとんど雨が降りません。乾燥を耐え抜くため、一
部の茎が肥大化し養水分を蓄えることができる、バルブ（偽鱗
茎）と呼ばれる器官が発達しています。

　雨期の間にしっかり成長し養水分を蓄えることで、乾燥に耐
えるだけでなく、次の新芽もバルブにためた養分を使って成長
を開始します。カトレアだけでなく、他の多くのラン科植物にも
バルブがあり、過酷な環境を生き抜くことができるようになって
います。
　現在では多数の交配種が作られ、人気のあるカトレアです
が、この乾燥に耐える性質がなければ、長旅を生き抜き、その魅
力が発見されることもなかったかもしれません。
　今回の博覧会でも多数のカトレアが出展されます。ぜひその
華麗な花姿と芳香をお楽しみください。

「ランの生きる知恵」③カトレア （海洋博公園管理センター植物課・砂川愛子）

　ランの多くは虫媒花で、媒介者である虫に花粉を運んでもらう
ため花の色、形、香りを虫の好みに合わせて進化してきました。
雌バチに擬態した花を付け雄バチを呼び寄せるもの、臭い匂い
を放ちハエを呼び寄せるものなど、その戦略はさまざまです。
　パフィオペディルムは特徴的な袋状の唇弁（花弁の一部）の
形から「美の女神アフロディアのサンダル」というギリシャ語から
名付けられ、多くの愛好家を魅了してきました。
　過去に洋蘭博で大賞を受賞したパフィオペディルム・ロスチャ
イルディアナムはマレーシアのボルネオ島に分布し、虫と関わり
が深いランです。左右に翼のように広がった花弁（側弁花）は細

かい毛と斑点で覆われ、ハエの産卵場所に擬態していると考え
られています。
　訪れたハエを袋の中へ誘い込み、狭いトンネルをくぐってはい
上がってくる時に花粉塊が体に付く仕組みになっています。そうと
は知らないハエはいつの間にか交配の手助けをしているという
わけです。
　本博覧会では、日本各地の愛好家から数多くのパフィオペ
ディルムの仲間が出展され、それぞれの種類によって異なる美し
さで見る人を楽しませてくれます。美しさに秘められた巧みなわな
の仕組みを観察するのも博覧会の楽しみ方の一つです。

「ランの生きる知恵」④パフィオペディルム （海洋博公園管理センター植物課・阿部尚子）

　べろっと垂れる大きな葉と赤黒い不思議な塊。写真を目に
した方の多くが口をそろえて「何コレ⁉」と言うでしょう。
　この謎の生命体はバルボフィラム・スピーシーというランの
仲間です。原産地はニューギニア。木の上から２mにも及ぶ長
い葉をぶら下げて生きています。赤黒い塊の正体は花で、写真
ではトゲのように見えるものが１輪１輪の花になっています。
　これだけでも興味深いランですが、極め付きは花から「たく
あん」の匂いがすることです。
　なぜこの花から白飯が進む匂いがするのか定かではありま
せんが、バルボフィラムの仲間は腐臭を出してハエに花粉を

運ばせる種があることから、本種も同じ戦略を取っているので
しょう。
　この写真は１９９６年の第１０回沖縄国際洋蘭博覧会で大
賞を受賞した時のものです。驚くことに、その分け株が３０年
近くの年月を経て熱帯ドリームセンターに展示されています。
　花のタイミングが合わなかったため「たくあん」の匂いは残
念ながらしません（不快な腐臭のする他のバルボフィラムは咲
いているかもしれません）が、背丈ほどもある葉がぶら下がる
雄姿を会場でご覧いただけます。

「ランの生きる知恵」⑤バルボフィラム・スピーシー（海洋博公園管理センター植物課・佐藤裕之）

Serial Column in the Okinawa Times沖縄タイムス連載記事より
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本部造園株式会社

ニライカナイ
Motobuzoen Co., Ltd.

Nirai Kanai

東南アジア蘭協会

熱帯の栄華
The Orchid Society of South East Asia

A Tropical Splendor

ナオ トゥ オーキッド株式会社

「今」という「贈り物」
Ngoc Tu Orchid Co., Ltd. 

Present is present 

フィリピン蘭協会

多様性の中の調和
Philippine Orchid Society

HARMONY IN DIVERSITY

ミャンマー花卉生産組合

ミャンマーの貴婦人たちによるランへの称賛
Myanmar Floriculturist Association

‘Myanmar Ladies’ Appreciation on Orchids

清華蘭園

南國の春
Ching Hua Orchids

Tropical Spring

台湾蘭花産銷発展協会

アジア太平洋蘭会議と台湾国際らん展 2025 IN TAINAN
Taiwan Ochid Growers Association

2025 ASIA PACIFIC ORCHID CONFERENCE AND TAIWAN INTERNATIONAL ORCHID SHOW IN TAINAN

チャー ワー サン オーキッド ファーム

ガシン（独楽）
Cheah Wah Sang Orchid Farm

Gasing 〜 The spining tops 〜 Koma

ディスプレイ出展作品　Display  Exhibits ディスプレイ出展作品　 Display  Exhibits 

株式会社沖縄庭芸

安らぎの杜
Okinawa Teigei Co., Ltd.

Relaxing forest

もり

華道家　芝田 祐蔵

絆の輪
Japanese Florist /Yuzo Shibata

Ring of bond

きずな

有限会社仲里園芸

春の粧い
Nakazato Engei Co., Ltd.

Makeup by colors of spring

よそお
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Flower Design Exhibits フラワーデザイン出展作品　 Flower Design Exhibits フラワーデザイン出展作品　

鈴木　つばさ親泊　美希子

平良　友里加 沖縄県立南部農林高等学校
生活デザイン科　川端 夢藍

比嘉　のぞみ 鴨奥　留美子 渡具知　栄子 天川　久美子

柚木　のぶ子 砂川　真凛 我那覇　久里夢内田　尚子 沖縄県立北部農林高等学校
園芸工学科　座間味 心菜

上原　美濃

新垣　友美 宮城　唯 大城　麻音名嘉村　清楓 沖縄県立北部農林高等学校
園芸工学科　宮城 杏奈

久松　眞理子

主藤　正義 寺坂　瑛美謝花　一世 谷口　みずき 山城　麻貴飯室　梢

美里　勇 波平　綾子 岩元　天夢
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島袋　美智子
さんかく

大見　玉代
天の舞

岩元　天夢
復興

沖縄県立中部農林高等学校
園芸科学科

凍晴

安谷屋　真里
ゆきがかり

大見　玉代
洋ラン・ワールド

瑞慶覧　緑
芽生え

飯室　実
暗夜行路

飯室　梢
春爛漫

美里　勇
月の旅人

島袋　美智子
うたげ

波平　綾子
パッション（情熱）

親泊　美希子
雅

岩元　天夢
未来

平川　芙由菜
羽ばたく蘭

安田　杏奈
Van Gogh 星月夜に咲く花

沖縄県立南部農林高等学校
生活デザイン科　　　　

Earth
東　智恵子
栄枯盛衰～live this moment～

古本　よりみ
南風を待つ

棚原　一樹
蘭の宴

沖縄県立南部農林高等学校
生活デザイン科

ランの木
池原　昌彦

春を求めて
ラーキー真澄

断崖の炎
我那覇  久里夢

巡る幸せ
新垣　友美

春音色
山本　晴夏

天の恵み

富山　政子
人が住む星・美しい地球

仲松　さやの
生々流転

沖縄県立北部農林高等学校
園芸工学科

螺旋
東江　則子

花のシャワー
久松　眞理子

プリマヴェーラ
飯室　梢

心もよう
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沖縄県立北部農林高等学校 園芸工学科/
Okinawa Prefecture Northern Agricultural and Forestry High School（沖縄）
華道家 芝田 祐蔵/Japanese Florist/Yuzo Shibata（沖縄）
株式会社沖縄庭芸/Okinawa Teigei Co.,Ltd.（沖縄）
株式会社桃原農園/Tobarunouen Co.,Ltd.（沖縄）
フラワーショップ蘭らん/Flower Shop RanRan（沖縄）
本部造園株式会社/Motobuzoen Co.,Ltd.（沖縄）
有限会社仲里園芸/Nakazato Engei Co.,Ltd.（沖縄）
有限会社仲本造園土木/Nakamoto Zouendoboku Co.,Ltd.（沖縄）
清華蘭園/Ching Hua Orchids（台湾）

好生蘭園/Goodwill Orchids（台湾）
台湾蘭花産銷発展協会/Taiwan Orchid Growers Association（台湾）
ジャイラック オーキッド/Jairak Orchid（タイ）
タイ国蘭協会/The Orchid Society of Thailand under the Royal Patronage（タイ）
チャー ワー サン オーキッド ファーム/Cheah Wah Sang Orchid Farm（マレーシア）
東南アジア蘭協会/The Orchid Society of South East Asia（シンガポール）
ミャンマー花卉生産組合/Myanmar Floriculturist Association（ミャンマー）
インドネシア オーキッド コミュニティ/Indoneshia Orchids Community（インドネシア）
フィリピン蘭協会/Philippine Orchid Society（フィリピン）
ナオ トゥ オーキッド株式会社/Ngoc Tu Orchid Co.,Ltd.（ベトナム）

香斌蘭園/Champion Orchid（台湾）
吳　柏昌/Wu  Po Chang（台湾）　
郭　超俊/Guo Chao Jun（台湾）
周　子富/Chou Tzu Fu（台湾）
許　永傳/Hsu Yung Chuan（台湾）

秦　添煌/Chin Tine Huang（台湾）
Trakool Techachareonsukchera（タイ）
Nuttakorn Techachareonsukchera（タイ）
Kulanut Techachareonsukchera（タイ）　
Varith Somboonpol（タイ）

Janyaporn Thawornsatitsakul（タイ）
Kanyanut Laipithak（タイ）
Peggy Tan（シンガポール）

International Entrants Category

ディスプレイ審査の部 Display Category

フラワーデザイン審査の部 Flower Design Category

ニューブーケ部門ニューブーケ部門

瑞慶覧　緑

東江　則子
東　智恵子
飯室　梢
飯室　実
池原　昌彦
岩元　天夢
上原　美濃

親泊　美希子
我那覇　久里夢
島袋　美智子
新垣　友美
棚原　一樹
富山　政子
仲松　さやの
名嘉村　清楓
波平　綾子

久松　眞理子
平川　芙由菜
古本　よりみ
安田　杏奈
山本　晴夏
美里　勇
ラーキー真澄

天川　久美子
飯室　梢
岩元　天夢

謝花　一世
主藤　正義
新垣　友美
鈴木　つばさ
砂川　真凛
平良　友里加
澤岻　友綺
谷口　みずき
寺坂　瑛美
渡具知　栄子
名嘉村　清楓

波平　綾子
比嘉　のぞみ
久永　奈美子
久松　眞理子
美里　勇
宮城　唯
柚木　のぶ子
山城　麻貴

安谷屋　真里
飯室　梢
飯室　実
伊集　香奈子
岩元　天夢
大見　玉代

島袋　美智子
洲鎌　広明

総合デザイン部門総合デザイン部門
アレンジメント部門アレンジメント部門

沖縄県立南部農林高等学校
生活デザイン科　

沖縄県立北部農林高等学校
園芸工学科

沖縄県立中部農林高等学校
園芸科学科

沖縄県立南部農林高等学校
生活デザイン科

沖縄県立北部農林高等学校
園芸工学科

上原　美濃
内田　尚子
大城　麻音
　　　　　　　

親泊　美希子
我那覇　久里夢
鴨奥　留美子
金城　麻由美

敬称略・五十音順 

鉢物・切花審査の部 Potted Flower, Cut flower Category

国外出展審査の部

五味　寿明

荒井　進

飯塚　史郎

菊地　由枝

後閑　次夫

渋澤　宏司

田村　幸一

中島　弘子

橋本　光夫

蓮見　俊光　

増田　恵子

矢内　久功

久米井　和彦

秋元　弘子

秋元　政人

朝倉　繁實

笠川　徹也
株式会社大場蘭園

小島　研太郎

鈴木　晶二

髙橋　敏

田辺　茂

中村　好一

原　タカエ

細野　忍

松本　文子

𠮷𠮷𠮷𠮷田　𠮷𠮷𠮷𠮷

飯田　靖

小野　やよい

唐木　善孝

清水　達夫

新宿御苑

鈴木　隆夫

仲里　大吾

三林　寛子

宮下　加織

相原　鹿子

安藤　美恵子

石田　和子

稲嶺　恵子

稲嶺　希

稲嶺　盛昭

今井　正枝

小佐野　滋子

笠小　富江

笠小　法夫

川本　広

岸　美枝子

佐藤　武

長嶋　奈加子

中島　文子

初田　恵理香

新潟県立植物園

新井　郁子

粟野原　潤

鈴木　竹雄

若林　光𠮷𠮷

綿貫　芳文

寺田　銀次郎

澤井　公和 

繁田　こと美

吉岡　重子

犬飼　康祐

清水　奉彦

服部　多恵子

松田　啓子

石塚　勝行

尾崎　恒夫

衣笠　比佐志

田中　進

谷田　真也

中谷　弘幸

西村　栄子

長谷川　安宣

浜口　浩

浜口　羊子

藤井　秀明

松田　弘子

松本　修二

三村　康之

貴田　つや子

貴田　正樹

馬場　千代子

稲葉　司

稲葉　寿美

大石　順一

大石　博俊

生地　英明

生地　房代

岸田　恵美子

北井　真由子

𠮷𠮷𠮷𠮷川　𠮷𠮷二　

𠮷𠮷𠮷𠮷川　俊𠮷𠮷

金平　隆哉

上田　浩二

南本　修二

小野　章

宗田　利通

前藤　宣弘

前藤　文二

松岡　勝則

松岡　敏治

神原　登美子

櫻谷　孝子

猿渡　啓志

髙橋　茂美

田村　裕子

野村　正明

前田　祐己

山本　英

山本　利満

山本　博明

若元　登

山﨑　恭史

小田　利香

平山　博愛

平山　柚美子

松井　博

青木　修子

青木　広行

井手　良一

岩谷　喜美子

衛本　テルミ

齊藤　雅德

塚本　佐枝子

山本　敏雄

齊藤　鈴子

本原　邦彦

朝倉　三重子

岡本　幸枝

北﨑　ルリ子 

工藤　ミヤ子

西嶋　健次

本田　由美子

丸山野　尚子

安田　恵美子

安長　茂子

安長　博文

山岡　桂一

若杉　政子

淺利　奈都美

新垣　真

　

伊江　清美

伊佐　英仁

伊佐　マリ子

石川　友久

石川　義夫

稲嶺　しずか

稲嶺　盛久

伊波　寛

大城　智恵子

大城　俊雄

嘉数　佳

川上　かおり

喜納　悟

喜納　隆夫

宜野座　巖　

儀間　朝則

金城　一樹

金城　達広

金城　茂吉

金城　安子

具志堅　恵子

具志堅　政和

小波津　悠空

小波津　正雄

桜井　義則

島袋　勝典

島袋　哲行

謝花　良喜

杉本　美加

瀬底　美智子

澤岻　順子

玉城　政隆

知念　朝久

桃原　とも子

當山　明菜

當山　みゆき

德村　清裕

名嘉　一美

名嘉　はるか

名嘉　真由

名嘉　義明

名嘉　りりか

仲里　清

仲里　笑子

仲里　清太

仲里　寿子

仲里　美裕紀

仲里　美和子

仲里　涼子

仲里　瑠夏

仲里　瑠粋

長浜　真俊

中村　エリナ

仲村　康和

仲本　波子

仲本　善宜

名渡山　兼文

野間　大志

花城　明子

花城　可保

比嘉　逸子

平地　正三

平地　ますみ

富名腰　幸子

宮城　喜盛

宮城　保

宮城　美智子

宮良　都子

宮良　祐次

山口　小百合

吉永　順子

吉永　文雄

吉嶺　スマ子

与那嶺　勲

与那嶺　弘子

与那嶺　正枝

与那嶺　祐作

山城　石龍

小原　洋子

佐藤　美子

対馬　よね子

中澤　雅則

長谷川　敏子

斎藤洋ラン園

赤谷　晋一

伊東　忠夫

稲葉　茂子

大久保　育代

大塚　初枝

大塚　久雄

大月　いち

倉持　見永子

小島　英子

小林　貴代

斉藤　正博

篠崎　きぬ江

島田　文江

鈴木　敏克

染谷　隆一

野口　真緒

吉原　栄子

和田　キミ子

和田　洋

亀井　隆

北海道

京都府

大阪府

福岡県

熊本県

大分県

沖縄県

兵庫県

奈良県

和歌山県

秋田県

神奈川県

鳥取県

岡山県

広島県

山口県

香川県

愛媛県

新潟県

長野県

愛知県

埼玉県

千葉県

東京都

茨城県

栃木県

群馬県

株式会社小島舎
小島　研二

大和ハウス工業
株式会社COCOLAN

有限会社新垣洋らん園
新垣　紫吉

JAおきなわ中部地区
営農振興センター

ビオスの丘
有限会社らんの里沖縄

フラワーショップ蘭らん

有限会社仲里園芸

Chan  Kim  San

Orchid Societies & Amateur Groups in Japan協力愛好団体など Participants出展者

タイ

フィリピン

台湾

マレーシア 

シンガポール

ミャンマーミャンマー

インドネシア

ベトナム

関西洋ラン原種保存会
日本・蘭協会
神戸蘭友会
播磨ラン会
姫路ラン会

兵庫県

京都府 日本・蘭協会

神奈川県 みうら蘭友会
横須賀洋蘭クラブ
川崎洋蘭クラブ

沖縄県 沖縄県蘭協会
石垣島蘭趣味の会
宜野湾らん友会
北部らん友会
中頭ラン同好会
ＪＡおきなわ

香川県
東京都 蘭友会

新宿御苑

愛媛洋蘭会
日本・蘭協会
愛媛支部

愛媛県

新潟県 新潟県立植物園

秋田県

長野蘭友会長野県

柳井オーキッドクラブ
徳山蘭友会

山口県

北九州洋蘭愛好会
九州洋ラン会

福岡県

大分県 大分県洋ラン会
北九州洋蘭愛好会

和歌山県 一華暖蘭

大阪府 一華暖蘭
日本・蘭協会

奈良県 一華暖蘭

広島県洋らん協会広島県

千葉県 蘭友会
南房愛蘭努クラブ
松戸蘭友会
全日本蘭協会
日本洋蘭農業協同組合

茨城県 下館愛らん会
つくば洋蘭会
全日本蘭協会

群馬県 館林洋蘭会

石川県

北海道 北海道蘭友会

埼玉県

岡山県洋蘭協会岡山県

日本リカステ協会熊本県

知多蘭友会愛知県

栃木県 全日本蘭協会
日本パフィオペディルム
研究会鳥取県 広島県洋らん協会
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Opening Ceremonyオープニングセレモニー

Official Commendation表彰式及び懇親会

Open to the public一般公開

（写真左から）
●一般財団法人沖縄美ら島財団　理事長
　湧川　盛順　氏
●国外出展者代表
　デニス・カオ　氏（アジア太平洋蘭会議 会長）
●沖縄国際洋蘭博覧会　審査員長
　江尻　宗一　氏（日本洋蘭農業協同組合　組合長）
●沖縄国際洋蘭博覧会実行委員会　実行委員長
　花城　良廣　氏（一般財団法人沖縄美ら島財団　研究顧問）
●内閣府沖縄総合事務局　国営沖縄記念公園事務所長
　高橋　涼　氏
●本部町長
　平良　武康　氏



各温室を回りながらランのスタンプを集めるスタンプラリーを

開催しました。

協力：沖縄県蘭協会・北部らん友会

沖縄県蘭協会と北部らん 友会の会員を講師に迎え、4回にわたり

植替えや育て方などを紹介する栽培教室を開催しました。

協 力 ： 沖 縄 県 華 道 連 盟

協 力 ： 公益社団法人日本フラワーデ ザイナー協会沖縄県支部

日本フラワーデザイナー協会沖縄県支部会員のご協力により、

ランを素材としたアレンジメント教室を開催しました。

沖縄県華道連盟会員のご協力により、コチョウランやカトレア、

オンシジュームなどを使用したいけばな展を開催しました。

2/1 ～ 3土 月

2/6 ～ 9木 日

沖縄県蘭協会と北部らん友会の会員

のご協力により、ランに関する栽培相

談コーナーを設置しました。

協力：沖縄県蘭協会・北部らん友会

期間中毎日

博覧会期間中、会場入り口に展示即売コーナーを設置しました。

期間中毎日

期間中毎日

期間中毎日

ランを使った‘映える’フォトスポット

を会場内に設置しました。

2/1 （ 土 ） ミニデンファレの玉造り
2/2 （ 日 ） コチョウランの育て方
2/8 （ 土 ） ナゴランの育て方
2/9 （ 日 ） カトレアの育て方

名嘉　義明　氏

宜野座　巌　氏
島袋　哲行　氏
仲村　康和　氏

いけばな展  Ikebana Exhibition

ランの栽培教室  Seminar on Orchid Cultivation

展示即売会 
Orchid Sale

フォトスポット
Photo Spot

スタンプラリー
Stamp Rally

栽培相談コーナー
Consultation of  Orchidtivation 

フラワーアレンジメント教室  Flower Arrangement Workshop

　亜熱帯に位置する沖縄は、日本の中では狭い面積（約6%）を占めるにすぎませんが、日

本全土に産するラン（約320種）の約40%にあたる126種が産することが分かっています。

ここ数年の間にも、これまで知られなかったランの多様性が次 に々明らかになっており、特

に小型の着生ランと緑葉をつけないランについては毎年のように新たな種が加わっていま

す。この沖縄の山野を彩るランは実に多様ですが、例にもれず個体数が少ない上に生える

環境が特殊なために簡単に見ることはできず、見つかると採られてしまうという歴史が繰り

返されてきたためにほとんどの種は絶滅が危惧される事態に陥っています。

　今回、沖縄のランの多様性とそれを守る試みを皆様に伝えるべく、一般財団法人沖縄

美ら島財団スタッフが発見に関与したものを含む、最近学界に知られるようになった沖縄

の野生ランを紹介します。

沖縄の珍しい野生ラン展～最近発見されたランたち～

ムニンキヌラン
Zeuxine boninensis Tuyama var. 
boninensis (Z. sakagutii Tuyama) (沖縄島)

ヤンバルキヌラン
Zeuxine tenuifolia Tuyama
(沖縄島)

アオジクキヌラン
Zeuxine affinis (Lindl.) Benth.
ex Hook.f.(沖縄島)

ムニンキヌランモドキ
Zeuxine boninensis Tuyama var. 
subactinomorpha Suetsugu (石垣島)

ムロトムヨウラン
Lecanorchis taiwaniana S.S.Ying 
(沖縄島)

タブガワムヨウラン
Lecanorchis tabugawaensis 
Suetsugu & Fukunaga (沖縄島)

オキナワムヨウラン
Lecanorchis triloba J.J.Sm.
(西表島)

サキシマスケロクラン
Lecanorchis flavicans Fukuy. 
(石垣島)　

シラヒゲムヨウラン
Lecanorchis vietnamica Aver. 
(沖縄島)

シマシュスラン
Eucosia cordata (Lindl.) T.C.Hsu

（沖縄島）

シマシュスランモドキ
Eucosia carnea Blume

（沖縄島）

ナンゴクネジバナ 
Spiranthes sinensis （Pers.）Ames
(左：粟国島)(右：沖縄島)

ネジバナ
S.australis (R.Br.)Lindl.

ハチジョウネジバナ
Spiranthes hachijoensis Suetsugu
(沖縄島)

（写真提供：一般財団法人沖縄美ら島財団  総合研究所  植物研究室長　阿部篤志）
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Ikebana Exhibits いけばな展出展作品Ikebana Exhibits いけばな展出展作品

嵯
峨
御
流

華
道
沖
縄
司
所

新田　みき甫

仲宗根　順甫

スミス　美奈甫

宮里　敬京 大﨑　智光山里　利智

長嶺　松雲 幸地　秀春

阿波根　清波

上地　柳波

我那覇　敬美我那覇　利敬

櫻
花
遠
州
流

専
心
池
坊

琉
球
支
部

具志　あゆみ山内　一見

華
道
家
元
池
坊

沖
縄
中
央
橘
会
支
部 古波蔵　久美子 比嘉　芳美小黒　美智子

黒島　宮子宮城　郁春當山　春照 大城　恵春

華
道
家
元
池
坊

ゆ
う
な
会
支
所

華
道
草
真
流

平良　覺泉 新田　覺眺 大城　覺冬

華
道
風
水
流

島袋　聖恵

佐久間　聖久

玉城　常甫

専
心
池
坊

　

沖
縄
支
部

我那覇　玲玉

金城　江柳

棚原　綾月

城間　智由 花城　春静

座間味　規川

知念　和楓

翁長　光泉

我喜屋　春草山城　春晃

西平　洋月喜屋武　覺畔

翁長　聖良

宇江城　ひとみ甫

大城　鼓月 宮里　幸苑



協　賛

賞品提供

日本洋蘭農業協同組合、全日本蘭協会、日本・蘭協会、蘭友会、沖縄県蘭協会、北部らん友会、

全日本空輸株式会社沖縄支店、日本航空株式会社沖縄支社、日本トランスオーシャン航空株式会社、

有限会社らんの里沖縄、沖縄県花卉園芸農業協同組合、沖縄県農業協同組合、沖縄県緑化種苗協同

組合、一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会、一般社団法人日本造園建設業協会、一般

社団法人沖縄県造園建設業協会、公益社団法人日本フラワーデザイナー協会、一般社団法人

JFTD、株式会社ナンポー、一般財団法人沖縄美ら島財団

Sponsors協賛Sponsors協賛
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Sponsors協賛Sponsors協賛
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一般公開：令和7年2月1日（土）〜 2月9日（日）までの9日間

審  査  会：令和7年1月31日（金）  9：00〜17：00

場　　所：海洋博公園 熱帯ドリームセンター

審査規定：

鉢物審査の部、切花審査の部、ディスプレイ審査の

部、フラワーデザイン審査の部、国外出展審査の

部のそれぞれを目的として出展されたランまたは

作品を対象とし、各審査の部で最も優れたものを選

考する。各賞は、審査員の投票によって決定する。

出展された全てのランを対象とし、本博覧会を代表

するにふさわしいランを選考する。選考は全審査員

の投票によって決定する。

表彰規定：

沖縄国際洋蘭博覧会実行委員会

内閣府沖縄総合事務局、沖縄県、

一般財団法人沖縄美ら島財団、

一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー、

沖縄県蘭協会、沖縄県農業協同組合、

沖縄県花卉園芸農業協同組合、

一般社団法人沖縄県造園建設業協会、日本洋蘭農業協同組合、

公益社団法人日本フラワーデザイナー協会、一般社団法人JFTD、

沖縄県華道連盟、沖縄タイムス社

内閣府、外務省、農林水産省、国土交通省、文化庁、沖縄県、

沖縄県教育委員会、本部町、公益財団法人名護市観光協会、

一般社団法人本部町観光協会、一般社団法人今帰仁村観光協会、

日本・蘭協会、全日本蘭協会、蘭友会、

一般社団法人日本造園建設業協会、

一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会、

一般財団法人日本花普及センター、

公益社団法人日本家庭園芸普及協会、公益社団法人日本植物園協会、

沖縄県市長会、沖縄県町村会、沖縄県商工会連合会、

那覇商工会議所、一般社団法人沖縄県経営者協会、

沖縄県緑化種苗協同組合、一般社団法人日本旅行業協会沖縄支部、

一般社団法人沖縄県バス協会、

一般社団法人全国旅行業協会沖縄県支部、

沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合、

一般社団法人沖縄県ハイヤー・タクシー協会、

沖縄県個人タクシー事業協同組合、那覇個人タクシー事業協同組合、

那覇空港ビルディング株式会社、

一般社団法人沖縄リゾートウェディング協会、

ＮＨＫ沖縄放送局、琉球放送、沖縄テレビ放送、琉球朝日放送、

ラジオ沖縄、エフエム沖縄、琉球新報社、沖縄観光速報社、

朝日新聞社、読売新聞社

沖縄タイムス社

主　　催：

構成団体：

後　　援：

特別協賛：

● 最優秀賞：

● 優  秀  賞：

● 最優秀賞：

沖縄国際洋蘭博覧会大賞   内閣総理大臣賞・・・・1点　50万円

● 優  秀  賞：

・鉢物審査の部　沖縄及び北方対策担当大臣賞・・1点　10万円

・切花審査の部　農林水産大臣賞・・・・・・・・1点　10万円

・ディスプレイ審査の部　国土交通大臣賞・・・・1点　10万円

・フラワーデザイン審査の部    文部科学大臣賞・・・1点　10万円

・国外出展審査の部　外務大臣賞・・・・・・・・1点　10万円

● 優  良  賞：

・鉢物審査の部　沖縄総合事務局長賞・・・・・・・1点　  5万円

・切花審査の部　沖縄県知事賞・・・・・・・・・・1点　  5万円

・ディスプレイ審査の部　沖縄県知事賞    ・・・・・１点　  5万円

・フラワーデザイン審査の部

      公益社団法人日本フラワーデザイナー協会理事長賞 ・・・1点　  3万円

      一般社団法人JFTD会長賞   ・・・・・・・・・・1点　  3万円

・国外出展審査の部　沖縄総合事務局長賞  ・・・・・1点　  5万円

● 奨  励  賞：

・一般財団法人沖縄美ら島財団理事長賞（副賞、スポンサー賞）若干点

● ブルーリボン賞　　最大 17点 

● レッドリボン賞　　最大 17点  

● ホワイトリボン賞　最大 17点

● 優  良  賞：優秀賞の参考基準に準ずる。

● 奨  励  賞：優秀賞の参考基準に準ずる。

出展者数 (人)

出展数 (株)

出展者数 (人)

出展数 (本)

出展団体数

鉢物 (株)

切花 (本)

出展者数 (人)

出展数/切花 (本)

出展者数 (人)

出展数/切花 (本)

出展者数 (人)

出展数/切花 (本)

出展者数 (人)

鉢物 (株)

切花 (本)

ディスプレイ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

総合計

展示総数

総合
デザイン

鉢物

切花

アレンジ
メント

ニュー
ブーケ

国　外
7ヶ国1地域

県　外
27都道府県

県　内
17市町村 合 計 公園展示蘭

合 計

●  ①  認定審査部門／出展された全てのランを対象とし、別に定める評価
　　　　　　　　   基準により審査員の持ち点の平均点で次の各賞が
　　　　　　　　   認定される。

●  ②  コンクール審査部門／投票等で選出され、次の賞が選定される。

●  ①  認定審査部門

●  ②  コンクール審査部門

F. C. C.賞   (90点以上) 

A. M.賞      (80～89点)  

H. C. C.賞  (75～79点) 

●

●

●

F. C. C. 賞・・・・・・若干点
A. M. 賞・・・・・・・若干点
H. C. C. 賞・・・・・・若干点

●
●
●

8

52

6

330

11

1,722

3,990

0

0

0

0

0

0

25

1,774

4,320

164

374

1

20

0

0

0

0

0

4

96

5

42

174

374

158

92

314

4

60

8

1,158

392

12

498

22

510

27

324

165

1,472

1,784

264

740

11

410

19

2,880

4,382

12

498

26

606

32

366

364

3,620

6,262

1,230

9,320

4,850

15,582 20,432

Standard operating procedure実施要領Sponsors協賛
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実施要領 実施団体

出展者数・出展蘭及び展示総数




